










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































改 選 参 議 院 非改選
全nc地 方 区1全 駆i地 方 区
計
自 民 剃286 a1 49 19 47 136
新 自 ク1 1a 0 0 1 1 2
民 社 剰 33 3 3 3 2 i1
公 明 党i 34 9 4 9 5 27
社 民 剥 3 1 0 2 0 3
社 会 党1・ ・6 9 13 9 16 47
共 産 剄29 3 4 3 2 12
諸 '区シ 0 2 1 1 0 4
無 所 劇 8 2 2 2 2 8
計 511 50 76 490075①125・ ②
註:① 衆 議院無所属は 自民党籍を もつ福 田一(議 長),田 中伊三次(京 都一 区),
社会党籍 をもつ岡田春夫(副 議長)を 含む。
② 衆議院公明党は国民会議を,民 社党 は国民連合 を含む。
③ 参議院 自民党は 自由国民会議を,公 明党 は国民会議を,民 社党は国民連
合をそれぞれ含む。
④ 参議院諸派は二院 クラブを指す。
⑤ 参議院無所属 は自民党籍を もつ徳永正利(議 長),社 会党籍 をもつ秋山長
造(副 議長),革 新 自由連合代表の中山千夏を含む。
⑥ ○ 内は欠員数 …東京地方 区 ・柿沢弘治(新 自ク)衆 院選 出馬(当 選),全
国区 ・中村利次(民 社)死 亡。
資料:宮 川隆義編 ・ 『政治ハ ン ドブ ックー1980年9月 版一』 ・政治広報 セ ンタ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自 由 民 主 党 野 党4党 日 本 共 産 党




















































註:① 野党4党 とは社会党 ・公明党 ・民社 党 ・社会民主連合 を指す。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































52年[7・41・3・1・ ・8,28911・ ・12・11,・ ・4!29巨 ・
53年17・41・3・[・ ・6,75・1・ ・gl・ ・1△1,5391.41△1.4
54年1736i・361・ ・0,923・ ・3122「4,・733.・13.9







































































































































































































































































































































































()内 は昭和53年表4労 働4団 体別加盟状況
公Q間民計合
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' `-1公 明 党 ト → 灘 中立労副








伯 民党 ト慚 政到
一
四
六
体
は
〈
共
産
排
除
の
論
理
〉
を
脱
ぎ
捨
て
、
共
産
党
が
乗
り
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
て
、
国
政
選
挙
で
は
前
代
未
聞
の
全
野
党
共
闘
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
社
会
・
公
明
・
民
社
三
党
に
対
し
協
定
書
の
主
柱
で
あ
る
「社
公
・
公
民
の
政
権
構
想
合
意
に
基
づ
い
て
」
の
一
文
を
削
除
す
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
各
党
と
も
党
中
央
の
統
制
を
強
く
受
け
て
い
る
た
め
に
許
容
さ
れ
ず
、
結
局
七
者
の
組
織
化
は
「条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件
付
き
で
関
連
し
て
い
る
諸
過
程
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
結
行
動
に
よ
っ
て
、
実
現
的
環
境
の
な
か
の
多
義
性
を
゜
°
°
°
°
°
°
°
°
⑳
除
く
こ
と
か
ら
成
っ
た
」
の
で
あ
る
。
以
上
、
具
体
的
現
実
に
基
づ
い
て
反
自
民
勢
力
の
組
織
化
と
統
一
候
補
擁
立
過
程
を
同
時
並
行
的
に
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
環
境
状
況
の
全
体
へ
の
適
応
に
関
し
て
の
労
働
団
体
と
政
党
と
の
組
織
構
造
の
相
違
を
一
言
で
示
せ
ば
、
前
者
は
よ
り
柔
構
造
的
で
あ
り
、
後
者
は
よ
り
剛
構
造
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
選
挙
運
動
時
に
お
い
て
果
た
し
た
組
織
の
役
割
と
機
能
、
す
な
わ
ち
連
A
口組
織
と
し
て
の
〈
県
民
連
A
口〉
並
び
に
、
そ
の
構
成
素
と
し
て
の
各
組
織
団
体
の
役
割
と
機
能
に
つ
い
て
、
組
織
運
動
論
の
視
角
か
ら
若
干
考
察
し
て
お
き
た
い
。
⑩
同
連
盟
は
全
国
農
民
総
連
盟
に
も
加
入
し
、
米
お
よ
び
主
要
農
畜
産
物
価
格
対
策
、
食
糧
の
長
期
自
給
安
定
対
策
、
関
西
電
力
の
高
圧
線
、
線
下
補
償
問
題
、
国
鉄
・
私
鉄
の
鉄
道
用
地
雑
草
除
去
対
策
な
ど
、
全
国
毅
階
か
ら
市
町
村
段
階
に
い
た
る
ま
で
、
農
民
の
中
か
ら
生
じ
て
来
る
諸
要
求
に
つ
い
て
の
実
現
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
現
在
、
支
部
組
織
四
五
、
登
録
盟
友
四
、
○
○
○
人
で
、
一
九
七
八
年
=
月
の
知
事
選
挙
で
は
現
職
の
武
村
知
事
の
推
薦
諸
団
体
の
幹
事
役
も
果
た
し
、
さ
ら
に
一
九
七
九
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
は
=
人
の
推
薦
県
議
当
選
を
実
現
し
た
(『
滋
賀
年
鑑
劭
』
、
京
都
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
、
七
三
頁
)
。
⑪
同
会
派
は
一
九
七
四
年
=
月
の
知
事
選
挙
を
契
機
に
組
織
さ
れ
て
、
一
九
七
五
年
四
月
の
県
議
選
で
確
認
団
体
(代
表
者
・
石
本
武
彦
滋
賀
中
立
労
協
議
長
)
と
な
り
、
公
認
候
補
六
人
を
立
て
、
総
計
三
二
、
五
九
二
票
(相
対
得
票
率
六
・
三
八
%
)
を
獲
得
、
三
入
を
当
選
さ
せ
た
。
そ
し
て
一
九
七
九
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
は
一
〇
人
を
公
認
し
て
六
二
、
七
二
〇
票
(
=
二
・
六
八
%
)
を
獲
得
、
八
人
を
当
選
さ
せ
、
の
ち
民
社
党
の
一
人
が
同
会
派
に
所
属
し
て
九
人
と
な
り
、
県
議
会
で
は
自
民
党
に
次
ぐ
政
治
勢
力
と
し
て
、
武
村
県
政
推
進
母
体
の
要
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
政
党
色
に
お
い
て
は
社
会
党
(
系
)
、
民
社
党
(系
)
で
あ
る
。
⑫
同
ク
ラ
ブ
(
代
表
・
伊
夫
貴
直
彰
・
六
人
)
は
第
一
期
武
村
県
政
発
足
後
"
武
村
親
衛
隊
"
を
自
認
し
、
以
後
く
み
ん
な
で
革
新
共
闘
形
態
に
お
け
る
く
滋
賀
方
式
V
県
政
を
育
て
る
会
V
な
ど
と
行
動
を
と
も
に
し
、
保
守
系
な
が
ら
、
県
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
自
民
党
と
一
線
を
画
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今
次
同
時
選
挙
で
は
自
民
党
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
積
極
的
に
行
動
を
展
開
し
た
。
選
挙
後
、
同
ク
ラ
ブ
の
自
民
党
籍
を
も
つ
三
人
(
伊
夫
貴
直
彰
、
藤
田
市
治
、
清
水
鉄
三
郎
)
が
自
民
党
に
入
党
、
同
ク
ラ
ブ
は
解
散
し
た
(
=
月
一
日
)
。
他
の
三
人
(山
本
秋
造
、
大
西
文
蔵
、
福
原
範
彦
)
は
、
無
所
属
の
広
瀬
雅
三
議
員
を
加
え
て
、
「
保
守
・
革
新
な
ど
特
定
の
主
義
主
張
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
真
に
県
民
的
な
立
場
を
貫
く
」
と
の
精
神
か
ら
く
滋
賀
自
治
ク
ラ
ブ
V
(代
表
・
山
本
秋
造
)
を
結
成
し
た
(
l
l
月
四
日
)
。
⑬
上
林
良
一
著
、
『
圧
力
団
体
論
』
・
増
訂
版
、
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
、
五
三
頁
。
⑭
上
林
良
一
、
前
掲
書
、
五
五
頁
。
⑮
滋
賀
労
働
四
団
体
と
は
総
評
滋
賀
地
評
、
滋
賀
地
方
同
盟
、
滋
賀
中
立
労
協
、
新
産
別
滋
賀
地
協
を
指
す
。
⑯
石
田
雄
著
、
『
現
代
組
織
論
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
、
五
一
頁
。
⑰
塩
原
教
授
に
よ
れ
ば
、
〈
利
益
の
構
造
化
〉
は
「
組
織
活
動
の
経
過
に
お
い
て
か
つ
結
果
と
し
て
産
出
さ
れ
る
物
質
的
観
念
的
利
益
や
余
剰
価
値
を
処
分
す
る
た
め
の
構
造
の
出
現
」
と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
は
、
組
織
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
と
一
四
七
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
っ
て
基
底
的
だ
と
い
う
意
味
か
ら
下
部
過
程
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
く
象
徴
の
構
造
化
V
は
「
秩
序
シ
ン
ボ
ル
や
秩
序
様
式
の
形
成
過
程
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
「組
織
目
標
の
定
義
と
正
当
化
、
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
正
統
化
、
総
じ
て
価
値
、
規
範
、
規
律
、
意
思
決
定
基
準
の
形
成
」
過
程
と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
上
部
過
程
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
過
程
は
、
目
標
と
要
求
と
い
う
相
対
立
す
る
両
契
機
を
組
織
過
程
的
に
媒
介
し
、
現
実
化
し
て
い
く
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
V
の
主
要
な
は
た
ら
き
と
し
て
の
く
合
成
的
決
定
V
を
行
わ
し
め
る
た
め
の
主
要
な
過
程
で
あ
る
と
さ
れ
る
(前
掲
書
、
九
～
=
頁
)
。
⑱
こ
の
事
件
の
萠
芽
は
既
に
、
上
田
建
設
社
長
・
上
田
茂
男
が
一
九
六
四
～
五
年
に
か
け
て
愛
知
川
西
の
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
の
農
地
を
舞
台
に
県
農
林
部
長
を
か
か
え
こ
ん
だ
汚
職
事
件
に
存
在
し
、
そ
れ
が
野
崎
県
政
と
の
密
月
関
係
の
中
で
く
土
地
こ
ろ
が
し
V
が
一
九
七
〇
～
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
県
民
が
被
っ
た
損
害
は
二
四
六
億
円
と
い
わ
れ
る
(遊
佐
雄
彦
著
、
『
琵
琶
湖
を
沸
か
せ
た
男
』
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
一
四
三
、
一
五
三
頁
)
。
⑲
地
公
労
三
者
の
う
ち
、
特
に
日
本
高
等
学
校
教
職
員
組
合
(
日
高
教
)
傘
下
の
滋
賀
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
(滋
高
教
.
藤
森
寛
委
員
長
)
が
共
産
党
系
の
統
一
戦
線
促
進
労
働
組
合
懇
談
会
(
統
一
労
組
懇
)
に
加
入
し
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。
一
四
八
⑳
石
田
雄
、
前
掲
書
、
五
〇
頁
。
⑳
今
次
同
時
選
挙
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
大
津
市
長
選
挙
で
も
前
助
役
の
山
田
豊
三
郎
氏
が
労
働
四
団
体
・
社
会
党
・
公
明
党
・
民
社
党
の
七
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
〈
八
〇
年
代
を
み
ん
な
で
つ
く
る
市
民
連
合
〉
を
支
持
母
体
と
し
て
、
共
産
党
、
新
政
会
(大
津
市
議
会
最
大
の
保
守
系
会
派
・
二
二
人
)
の
推
薦
.
支
持
を
も
う
け
て
、
オ
ー
ル
与
党
体
制
で
無
投
票
当
選
(
の
ち
新
政
会
は
野
党
宣
言
を
す
る
に
至
る
)
。
⑳
山
田
氏
は
一
九
四
七
年
、
戦
後
初
の
下
阪
本
村
長
に
当
選
。
以
来
社
会
党
籍
で
大
津
市
議
を
二
期
、
県
議
を
四
期
、
大
津
市
長
を
二
期
つ
と
め
、
特
に
福
祉
・
教
育
に
お
け
る
行
政
手
腕
は
全
国
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
も
高
く
評
価
さ
れ
革
新
市
政
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
⑳
読
売
新
聞
、
一
九
八
〇
年
三
月
一
七
日
。
⑳
朝
日
新
聞
、
一
九
八
〇
年
四
月
六
日
。
⑳
共
産
党
の
主
張
を
支
持
す
る
く
革
新
統
一
と
革
新
大
津
市
政
を
継
続
発
展
さ
せ
る
連
絡
会
議
V
(呼
び
か
け
人
代
表
・
喜
里
山
博
之
四
天
王
寺
女
子
短
大
教
授
。
同
会
議
は
山
田
市
長
の
参
院
選
出
馬
要
請
に
反
発
す
る
労
組
幹
部
、
学
者
、
文
化
人
、
市
民
団
体
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
構
成
員
約
三
〇
人
の
う
ち
の
大
半
は
〈
明
る
い
革
新
大
津
市
政
を
つ
く
る
会
〉
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
)
は
、
「
七
者
共
闘
は
『
つ
く
る
会
』
を
無
視
し
て
任
期
途
中
の
山
田
市
長
を
参
院
選
へ
か
つ
ぎ
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
山
田
市
政
誕
生
に
は
、
八
年
前
、
社
会
・
共
産
両
党
、
滋
賀
地
評
な
ど
が
血
の
出
る
思
い
で
闘
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
山
田
市
長
は
福
祉
、
教
育
な
ど
の
面
で
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
革
新
市
政
。
そ
れ
が
、
社
会
・
公
明
・
民
社
の
都
合
で
参
院
選
へ
と
い
う
の
は
、
市
民
に
そ
む
き
、
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
反
す
る
行
為
で
あ
る
」
と
し
て
七
者
共
闘
を
批
判
(四
月
一
四
日
)
。
他
方
、
大
津
市
議
会
レ
ベ
ル
で
は
、
山
田
市
長
与
党
の
革
新
議
員
団
(
社
会
党
、
民
社
党
、
八
人
)
、
公
明
党
議
員
団
(
四
人
)
の
二
会
派
が
、
山
田
市
政
の
教
育
、
福
祉
、
市
民
生
活
向
上
で
の
業
績
を
高
く
評
価
し
、
ω
国
政
で
市
長
二
期
の
経
験
を
生
か
し
て
ほ
し
い
、
ω
山
田
市
政
の
継
承
発
展
の
内
容
を
盛
り
込
ん
で
参
院
選
出
馬
を
要
請
(
四
月
一
九
日
)
。
⑳
当
初
山
田
氏
出
馬
に
反
対
し
て
い
た
地
公
労
三
者
共
闘
会
議
も
、
こ
の
段
階
で
各
々
独
自
の
対
応
を
示
し
た
。
県
教
組
は
、
山
田
氏
が
"
後
継
者
"
に
指
名
し
、
大
津
市
長
選
挙
に
出
馬
表
明
し
た
山
田
豊
三
郎
助
役
と
労
働
四
団
体
お
よ
び
社
会
.
共
産
.
公
明
.
民
社
四
党
と
の
間
で
政
策
協
定
が
結
ば
れ
た
時
点
(五
月
二
三
日
)
で
「
革
新
大
津
市
政
継
承
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
田
氏
出
馬
に
反
対
す
る
理
由
は
な
く
な
っ
た
」
と
し
て
反
対
を
徹
回
、
山
田
氏
を
含
む
社
会
・
共
産
両
党
の
衆
参
六
候
補
(参
議
院
全
国
区
を
含
む
)
を
後
援
会
方
式
で
支
持
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。
県
教
組
は
組
織
原
則
と
し
て
政
党
支
持
の
自
由
を
確
認
し
て
い
る
た
め
、
候
補
者
を
一
人
に
し
ぼ
ら
ず
、
複
数
候
補
を
並
記
し
て
推
共
闘
形
態
に
お
け
る
く
滋
賀
方
式
V
薦
す
る
や
り
方
を
と
っ
て
お
り
、
参
議
院
地
方
区
で
は
山
田
氏
と
桐
山
氏
を
推
薦
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
県
職
組
、
滋
高
教
は
依
然
　
り
　
　
　
　
　
　
と
し
て
組
織
と
し
て
は
反
対
の
立
場
を
変
え
て
い
な
い
が
、
県
職
組
は
山
田
氏
の
出
馬
表
明
以
降
、
全
国
区
候
補
選
対
に
乗
る
形
で
、
山
田
・
桐
山
両
後
援
会
が
発
足
し
て
い
た
。
た
だ
執
行
部
を
共
産
党
系
で
占
め
ら
れ
て
い
る
滋
高
教
だ
け
は
「
七
者
共
闘
は
反
共
.
社
公
民
路
線
」
と
し
て
批
判
し
、
山
田
氏
擁
立
に
は
最
後
ま
で
反
対
し
た
。
こ
の
三
者
の
組
織
的
対
応
過
程
を
そ
の
上
部
団
体
と
し
て
の
地
評
と
の
関
係
で
み
れ
ば
一
応
後
者
は
七
者
+
α
の
組
織
連
合
で
統
一
候
補
擁
立
を
組
織
目
標
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
共
産
党
を
も
含
め
た
形
で
の
組
織
連
合
を
一
応
の
必
要
条
件
と
し
て
統
一
候
補
擁
立
を
組
織
目
標
と
し
て
い
る
し
、
労
働
組
合
が
公
明
・
民
社
両
党
の
中
道
主
導
型
の
共
闘
に
対
し
て
積
極
的
に
　
　
　
　
　
　
政
治
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
反
対
で
、
む
し
ろ
社
共
主
導
型
の
共
闘
を
強
く
志
向
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
三
者
間
の
組
織
的
関
係
に
お
い
て
は
、
革
新
大
津
市
政
継
承
発
展
を
共
通
目
標
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
主
体
的
推
進
者
を
現
市
長
に
固
執
す
る
か
、
あ
る
い
は
現
市
長
の
後
継
者
実
現
に
よ
っ
て
足
れ
り
と
す
る
か
の
相
違
が
あ
り
、
前
者
は
革
新
市
政
の
く
実
体
的
シ
ン
ボ
ル
化
V
を
志
向
し
、
後
者
は
そ
の
く
機
能
的
シ
ン
ボ
ル
化
V
を
志
向
し
て
い
る
と
い
え
る
。
敢
え
て
分
類
す
れ
ば
、
滋
高
教
は
前
者
に
、
県
教
組
は
後
者
に
、
県
職
組
は
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
と
い
え
よ
う
。
○
K
a
r
l
E
.
W
e
ik
,
T
h
e
S
o
c
ia
l
P
s
y
c
h
o
lo
g
y
o
f
O
r
g
a
-
一
四
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
n
iz
in
g
°
(金
児
暁
嗣
訳
、
『
組
織
化
の
心
理
学
』
、
誠
信
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
一
七
三
頁
)
。
ま
た
く
連
結
行
動
V
と
は
、
K
・
E
.
ウ
ェ
イ
ク
に
よ
れ
ば
「
二
人
な
い
し
そ
れ
以
上
の
行
為
者
の
間
で
発
展
し
維
持
さ
れ
る
反
復
的
、
互
酬
的
、
相
互
依
存
的
な
諸
騙
一
五
〇
行
動
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
」
行
動
で
あ
る
と
定
義
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
は
「
い
か
な
る
組
織
体
を
も
構
成
し
て
い
る
基
本
的
要
素
で
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
訳
書
、
一
七
四
頁
)
。
三
選
挙
運
動
時
に
お
け
る
諸
組
織
の
役
割
と
機
能
こ
こ
で
は
五
月
三
〇
日
の
参
議
院
選
挙
公
示
か
ら
六
月
二
三
日
の
投
票
ま
で
の
選
挙
期
間
中
に
お
け
る
諸
組
織
の
運
動
、
す
な
わ
ち
そ
の
役
割
と
機
能
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
各
組
織
は
六
月
二
日
に
公
示
さ
れ
た
衆
議
院
総
選
挙
と
の
か
ね
あ
い
で
、
複
雑
な
機
能
図
式
を
描
く
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
最
初
に
、
反
自
民
勢
力
の
連
合
組
織
と
し
て
の
〈
県
民
連
合
〉
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
を
み
て
い
こ
う
。
〈
県
民
連
合
〉
は
組
織
網
の
違
い
を
考
慮
し
て
、
組
織
活
動
の
地
域
割
り
を
行
い
、
ω
大
津
、
湖
南
1
(草
津
、
栗
東
)
、
甲
賀
を
七
者
の
連
合
体
、
ω
湖
東
1
(近
江
八
幡
な
ど
)
、
湖
東
皿
(彦
根
な
ど
)
は
新
産
別
滋
賀
地
協
を
除
い
た
六
者
の
連
合
体
、
㈲
湖
北
は
前
六
者
に
純
中
立
組
合
が
支
援
す
る
形
で
の
連
合
体
、
ω
湖
南
五
(守
山
、
野
洲
)、
高
島
は
新
産
別
滋
賀
地
協
、
滋
賀
中
立
労
協
を
除
い
た
五
者
の
連
合
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
基
づ
い
て
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
例
を
大
津
ブ
ロ
ッ
ク
、
湖
南
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
み
よ
う
。
大
津
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
七
者
か
ら
一
人
ず
つ
の
代
表
で
支
部
事
務
局
を
組
織
、
ブ
ロ
ッ
ク
総
括
責
任
者
は
総
評
滋
賀
地
評
、
事
務
局
長
は
民
社
党
、
街
頭
宣
伝
担
当
は
社
会
党
、
個
人
演
説
担
当
は
公
明
党
と
い
う
よ
う
に
諸
役
割
の
動
員
配
置
を
行
い
、
組
織
間
の
好
環
境
状
況
を
保
持
し
な
が
ら
、
ま
た
「
対
内
的
に
　
は
秩
序
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
連
帯
の
昂
揚
と
規
範
の
維
持
を
」
は
か
り
な
が
ら
、
北
・
中
・
南
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
た
大
津
市
内
の
各
々
に
お
い
て
、
北
は
総
評
滋
賀
地
評
が
、
中
は
滋
賀
地
方
同
盟
が
、
南
は
滋
賀
中
立
労
協
・
新
産
別
滋
賀
地
協
が
そ
れ
ぞ
れ
主
導
性
を
も
っ
て
、
自
己
に
課
せ
ら
れ
た
機
能
的
要
請
、
す
な
わ
ち
機
能
要
件
を
満
た
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
湖
南
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
総
括
責
任
者
が
民
社
党
、
次
席
が
社
会
党
と
い
う
役
割
体
系
の
も
と
に
、
草
津
市
北
部
は
滋
賀
地
方
同
盟
、
南
部
は
滋
賀
中
立
労
協
、
栗
東
町
は
総
評
滋
賀
地
評
・
新
産
別
滋
賀
地
協
が
そ
れ
ぞ
れ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
機
能
要
件
を
満
た
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
ダ
ブ
ル
選
挙
と
い
う
特
異
な
具
体
的
現
実
の
中
で
、
八
県
民
連
合
V
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
政
党
や
労
働
組
合
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
機
能
し
た
の
か
一
瞥
し
て
み
よ
う
。
各
党
と
も
対
応
の
仕
方
に
多
少
の
差
異
が
存
在
す
る
が
、
概
略
的
に
い
え
ば
、
社
会
・
民
社
両
党
は
衆
議
院
候
補
者
と
の
ア
ベ
ッ
ク
選
挙
を
通
し
て
、
社
会
民
主
連
合
で
は
衆
議
院
候
補
者
は
独
自
の
選
議
を
羇
す
る
中
で
・
ま
棄
議
院
候
薯
を
立
て
な
か
っ
た
翁
欝
参
議
鑒
国
区
候
薯
と
の
ア
ベ
ッ
ク
肇
戦
術
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
々
の
組
織
票
や
浮
動
票
を
掘
り
起
こ
し
て
固
め
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
を
統
一
候
補
者
に
連
動
さ
せ
て
、
本
元
的
保
守
票
ま
で
を
も
集
票
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
集
票
過
程
に
お
け
る
成
功
は
、
統
一
候
補
者
の
個
人
的
要
因
(例
え
ば
、
県
都
首
長
と
し
て
の
行
政
手
腕
や
人
柄
に
対
す
る
県
民
の
高
い
評
価
、
出
馬
に
際
し
て
再
三
再
四
マ
ス
コ
ミ
に
名
前
が
出
て
、
そ
れ
が
県
下
に
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
市
長
と
し
て
の
顔
や
縁
故
を
頼
っ
て
こ
ま
め
に
保
守
層
へ
も
浸
透
を
図
っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
)
が
大
き
く
作
用
し
た
側
面
も
あ
る
が
、
組
織
的
に
は
・
政
党
レ
ベ
ル
で
は
か
な
り
の
馨
魁
登
が
あ
つ
磐
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
鸛
団
体
、
と
り
わ
け
東
郷
栄
司
肇
事
務
長
(滋
賀
中
立
労
協
幹
事
)
が
と
り
ま
と
め
に
尽
力
し
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
過
程
を
　
経
て
、
ま
た
共
産
党
公
認
候
補
の
予
想
以
上
の
健
闘
や
新
自
由
ク
ラ
ブ
の
自
主
投
票
、
武
村
知
事
の
完
全
中
立
宣
言
と
い
っ
た
要
因
も
有
効
に
作
用
し
て
、
中
道
革
新
統
一
候
補
は
八
、
七
八
七
票
の
僅
差
で
自
民
党
現
職
を
破
り
、
一
二
年
ぶ
り
に
保
守
か
ら
議
席
を
奪
回
し
た
の
で
あ
る
。
共
闘
形
態
に
お
け
る
く
滋
賀
方
式
V
一
五
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
⑳
塩
原
勉
、
前
掲
書
、
五
頁
。
⑳
公
明
党
は
県
内
で
約
四
万
の
基
礎
票
を
も
つ
が
、
今
回
も
前
回
総
選
挙
同
様
、
野
口
幸
一
(社
会
党
)
、
西
田
八
郎
(
民
社
党
)
を
く
併
列
支
持
V
し
た
。
⑳
政
策
面
に
お
い
て
は
各
候
補
者
間
で
の
対
立
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
ω
琵
琶
湖
総
合
開
発
問
題
に
関
し
て
は
開
発
優
先
か
ら
自
然
環
境
保
全
優
先
へ
の
対
策
的
見
直
し
、
⑧
琵
琶
湖
総
合
開
発
で
水
質
保
全
対
策
と
地
域
整
備
の
目
玉
事
業
で
あ
る
流
域
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
流
域
下
水
道
方
式
(大
規
模
集
中
方
式
、
生
活
排
水
と
工
場
排
水
の
混
合
処
理
)
に
問
題
が
あ
る
と
す
る
点
、
㈲
従
来
の
合
成
洗
剤
を
規
制
す
る
と
と
も
に
工
場
、
事
業
所
の
窒
素
、
リ
ン
を
含
む
排
水
も
規
制
す
る
と
い
う
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
琵
琶
湖
富
栄
養
化
防
止
条
例
に
対
す
る
高
い
評
価
、
ω
琵
琶
湖
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
特
別
立
法
化
に
積
極
的
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
部
分
的
差
異
は
あ
る
が
ほ
ぼ
見
解
が
一
致
し
て
い
る
(自
民
党
で
も
ω
・
㈲
に
お
い
て
、
共
産
党
で
は
ω
～
ω
に
お
い
て
ほ
ぼ
見
解
の
類
似
性
が
み
ら
れ
る
)
。
た
だ
防
衛
問
題
に
お
い
て
は
各
党
で
大
き
な
差
異
が
存
在
し
、
そ
の
点
を
自
民
・
土
ハ産
両
党
が
そ
れ
ぞ
れ
逆
の
立
場
か
ら
組
織
間
矛
盾
一
五
二
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
が
、
各
候
補
者
は
「
非
武
装
中
立
の
党
是
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
テ
ー
マ
で
論
陣
を
張
る
の
は
、
こ
こ
で
は
マ
イ
ナ
ス
。
今
回
は
自
民
の
攻
勢
を
受
け
流
す
し
か
な
い
」
(社
会
党
)
、
「
自
主
防
衛
体
制
の
確
立
と
か
、
安
保
条
約
の
積
極
的
位
置
づ
け
と
か
、
社
会
党
と
食
い
違
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
い
え
な
い
」
(民
社
党
)
、
「
防
衛
問
題
は
、
私
に
と
っ
て
も
タ
ブ
i
」
(参
議
院
統
一
候
補
)
と
い
う
よ
う
に
、
矛
盾
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
極
小
化
す
る
か
回
避
す
る
と
い
う
方
向
で
、
矛
盾
契
機
を
処
理
し
、
シ
ス
テ
ム
の
均
衡
を
保
持
し
た
の
で
あ
る
。
⑳
武
村
知
事
の
影
響
力
は
絶
大
で
あ
る
。
第
一
に
、
知
事
は
県
の
顔
で
あ
り
、
増
え
る
一
方
の
無
党
派
層
(昨
年
秋
の
総
選
挙
時
の
朝
日
新
聞
社
の
調
査
結
果
で
は
約
三
九
%
)
を
引
き
寄
せ
る
に
は
、
知
事
の
知
名
度
が
有
効
性
を
も
つ
。
第
二
に
、
県
庁
は
県
下
最
大
の
組
織
で
あ
る
。
財
源
配
分
を
通
し
て
市
町
村
に
、
事
業
を
通
し
て
土
木
建
設
、
農
業
、
商
工
業
な
ど
各
種
団
体
に
絶
大
な
影
響
力
を
も
ち
、
知
事
の
ひ
と
声
は
県
下
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
組
織
を
ほ
ぼ
十
全
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
⑳
一
九
六
八
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
社
会
党
の
西
村
関
一
氏
が
当
選
し
て
い
る
。
四
総
括
と
今
後
の
展
望
「
全
国
的
に
、
投
票
率
が
ぐ
ん
と
上
が
り
、
そ
れ
が
衆
参
い
ず
れ
も
、
自
民
党
の
安
定
多
数
を
呼
ぶ
浮
動
票
の
積
み
重
ね
と
な
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
み
ら
れ
る
中
で
滋
賀
の
場
合
は
、
む
し
ろ
こ
れ
と
逆
の
現
象
を
み
せ
た
。
自
民
党
候
補
に
、
別
に
失
点
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
　
　
の
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
そ
ち
ら
へ
行
く
傾
向
の
票
が
、
か
な
り
逆
流
し
た
と
こ
ろ
に
、
湖
国
の
有
権
者
が
、
湖
国
な
ら
で
は
の
政
治
へ
の
期
待
や
意
識
を
、
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
象
徴
的
に
示
す
も
の
が
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
(中
略
)
。
自
民
党
が
、
新
人
一
人
を
加
え
て
立
候
補
さ
せ
参
院
選
へ
の
連
動
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
図
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
て
得
た
三
〇
万
票
が
参
院
選
で
は
二
三
万
票
弱
に
減
っ
て
い
る
。
保
守
王
国
と
い
わ
れ
る
湖
国
も
、
　
　
　
　
　
　
り
り
　
　
　
　
　
　
　
り
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
　
む
　
　
た
ん
に
保
守
党
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
お
家
安
泰
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
を
物
語
る
。
有
権
者
の
声
の
中
に
も
、
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
院
は
保
守
系
に
入
れ
た
が
、
参
院
は
革
新
系
に
投
じ
た
と
い
う
の
も
、
少
な
く
な
か
っ
た
。
党
も
人
も
見
な
が
ら
、
意
申
の
人
を
求
め
り
り
り
　
　
り
の
た
有
権
者
の
心
理
と
い
う
か
、
考
え
方
を
推
察
さ
せ
る
。
そ
れ
が
、
湖
国
の
場
合
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る
環
境
条
件
か
ら
、
た
と
え
ぼ
漁
業
者
は
、
び
わ
湖
の
開
発
と
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と
、
そ
し
て
水
質
保
全
ど
い
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
一
票
を
行
使
　
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
(傍
点
…
筆
者
)
と
い
う
m
ina
は
、
今
次
選
挙
に
お
け
る
滋
賀
県
の
政
治
状
況
を
適
確
に
表
現
し
て
い
る
と
と
も
に
、
今
後
の
政
治
動
向
を
も
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
一
般
に
組
織
を
「所
定
の
社
会
的
効
用
を
産
出
す
る
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
総
括
さ
れ
て
い
る
」
も
の
、
す
な
わ
ち
「あ
る
目
標
に
　
む
か
っ
て
諸
個
人
(な
い
し
諸
集
団
)
の
多
様
な
活
動
を
協
働
H
統
轄
す
る
持
続
的
規
則
的
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
」
と
定
義
づ
け
る
こ
と
゜
°
⑯
が
で
き
る
と
し
て
も
、
組
織
は
究
極
的
に
は
「
可
視
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間
相
互
の
関
係
の
一
つ
の
存
在
様
式
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
え
る
。
つ
ま
り
「組
織
を
構
成
す
る
要
素
は
複
数
の
人
間
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
人
た
ち
は
、
機
能
的
に
も
心
理
的
に
も
相
互
に
依
存
し
つ
つ
活
動
し
て
い
る
。
組
織
の
生
産
性
や
創
造
性
や
活
力
と
い
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
産
出
効
果
、
つ
ま
り
組
織
の
効
率
は
、
人
と
人
共
闘
形
態
に
お
け
る
〈
滋
賀
方
式
〉
一
五
三
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
一
五
四
　
と
の
結
合
の
態
様
に
よ
っ
て
基
本
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
関
係
概
念
の
う
ち
に
組
織
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
組
織
を
構
造
と
過
程
の
う
ち
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「組
織
は
進
行
中
の
諸
過
程
、
?
ま
り
そ
の
組
織
化
活
動
に
よ
っ
て
の
み
理
解
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
組
織
を
〈
組
織
さ
れ
た
も
の
像
簿
ω
O
鬥ぴq
9
巳
ω
δ
含
⑦
〉
と
し
て
の
静
的
〈
組
織
〉
と
し
て
で
は
な
く
、
〈
組
織
化
O
rg
a
n
is
i-
⑳
Φ
疂
挿
σq
>
と
し
て
の
動
的
〈
組
織
〉
と
し
て
理
解
す
る
必
要
性
を
意
味
す
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
組
織
は
低
次
-
高
次
間
の
諸
目
的
(個
人
的
利
益
・
規
範
・
価
値
等
)
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
、
ま
た
同
時
に
組
織
に
託
さ
れ
た
組
織
　
り
　
　
　
の
　
　
　
　
構
成
員
や
組
織
外
の
人
々
の
双
方
の
諸
権
利
要
求
を
満
た
す
た
め
の
次
元
性
を
有
し
た
媒
介
物
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ぼ
組
織
の
形
態
に
お
い
て
も
次
元
性
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
組
　
　
　
　
　
　
織
も
、
あ
ら
ゆ
る
次
元
の
組
織
特
性
を
具
備
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
一
つ
の
形
態
と
し
て
現
象
す
る
の
は
、
あ
る
次
元
の
組
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
織
特
性
が
他
の
次
元
の
組
織
特
性
に
優
位
す
る
形
で
現
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
組
織
が
一
般
に
高
次
に
お
い
て
逆
機
能
を
解
消
し
な
が
ら
機
能
し
た
場
合
、
高
い
社
会
的
評
価
が
与
え
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
組
織
が
社
会
的
に
責
任
あ
る
行
動
を
と
っ
　
て
「個
入
お
よ
び
社
会
に
対
し
て
あ
る
特
定
の
貢
献
を
」
し
た
場
合
、
す
な
わ
ち
「
自
ら
の
特
定
の
仕
事
に
集
中
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
　
社
会
の
必
要
を
満
足
さ
せ
」
た
場
合
に
当
該
組
織
の
外
部
か
ら
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
主
と
し
て
対
象
と
し
た
組
織
は
労
働
団
体
と
政
党
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
連
合
組
織
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
連
合
形
態
は
そ
う
い
う
意
味
で
各
界
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「滋
賀
県
で
労
働
四
団
体
が
国
政
選
挙
の
前
面
に
立
ち
、
革
新
候
補
の
当
選
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
革
新
政
党
が
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
選
挙
の
主
人
公
で
あ
る
政
党
は
、
勤
労
者
・
大
衆
の
要
求
や
願
い
を
く
み
上
げ
、
体
系
的
な
政
策
と
し
て
有
効
に
打
ち
出
す
の
が
本
来
的
役
割
で
あ
る
が
、
そ
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
労
働
団
体
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
う
え
、
労
働
組
合
の
連
合
・
結
集
は
"人
間
"
の
連
合
で
あ
っ
て
、
議
員
の
仲
よ
し
ク
ラ
ブ
や
言
葉
だ
け
に
終
わ
り
が
ち
な
政
党
の
連
合
と
違
っ
て
力
を
も
っ
て
い
る
」
(岡
本
清
一
・
京
都
精
華
大
学
教
授
)
と
い
う
学
界
か
ら
の
評
価
や
、
「山
形
な
ど
四
社
公
民
共
闘
区
が
政
党
の
不
協
和
音
で
つ
ぶ
れ
た
の
に
比
べ
、
滋
賀
は
労
働
団
体
と
社
公
民
三
党
が
緊
密
に
協
調
、
ま
さ
に
模
範
的
な
闘
い
だ
っ
た
。
滋
賀
の
状
況
を
全
国
で
つ
く
り
出
せ
て
い
た
ら
連
合
を
願
う
国
民
の
期
待
に
答
え
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
今
後
、
国
会
の
院
内
協
力
、
労
働
四
団
体
申
央
の
共
闘
の
"教
科
書
"
に
な
る
だ
ろ
う
。
総
評
は
選
挙
闘
争
の
総
括
の
中
で
、
滋
賀
の
教
訓
を
論
議
し
、
全
国
に
波
及
さ
せ
て
い
き
た
い
」
(槇
　
枝
元
文
・
総
評
議
長
)
と
い
う
労
働
組
合
界
か
ら
の
評
価
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
共
闘
形
態
と
し
て
の
〈
滋
賀
方
式
〉
が
成
功
し
、
高
い
評
価
を
得
ら
れ
た
の
は
諸
々
の
要
因
が
効
果
的
に
相
互
作
用
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
随
所
で
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
総
括
的
な
意
味
に
お
い
て
、
労
働
団
体
主
導
の
共
闘
形
態
が
十
全
に
機
能
し
え
た
諸
条
件
を
一
般
化
の
レ
ベ
ル
で
抽
出
し
て
み
た
い
。
勿
論
、
現
実
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
開
放
的
・
可
変
的
な
も
の
と
し
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
組
織
を
そ
の
中
で
規
範
志
向
的
運
動
、
す
な
わ
ち
改
良
運
動
・
改
革
運
動
を
手
段
と
し
て
で
あ
れ
目
的
と
し
て
で
あ
れ
志
向
し
、
展
開
す
る
、
シ
ス
テ
ム
を
有
し
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
「
み
ず
か
ら
を
個
的
総
体
と
し
て
、
す
な
わ
ち
み
ず
か
ら
が
顕
現
し
表
象
す
る
歴
史
主
体
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
塵
組
轡
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
集
団
の
く
主
導
性
v
・
と
り
わ
け
組
織
指
導
者
た
ち
の
リ
麦
↓
ッ
プ
に
焦
点
を
当
て
て
論
ず
る
こ
と
が
至
当
と
思
わ
れ
る
。
組
織
指
導
者
た
ち
は
第
一
に
、
適
確
に
社
会
状
況
を
把
握
し
、
変
化
を
先
が
け
る
能
力
、
す
な
わ
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
自
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
を
新
し
く
よ
り
生
産
的
な
課
題
へ
動
聖
で
き
た
こ
と
・
第
二
に
・
組
織
目
標
遂
行
の
た
め
に
〈
な
に
を
な
す
べ
き
か
〉
と
い
う
・」
と
よ
り
も
〈
な
に
を
建
腺
蕁
↑
べ
き
か
〉
を
優
先
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
「
対
外
的
に
は
目
標
の
追
求
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
諸
役
割
の
動
員
配
置
と
好
環
境
共
闘
形
態
に
お
げ
る
く
滋
賀
方
式
V
一
五
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
一
五
六
　
状
況
の
保
持
を
、
対
内
的
に
は
秩
序
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
連
帯
の
昂
揚
と
規
範
の
維
持
を
は
か
」
り
、
他
方
で
は
「
人
間
が
組
織
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
か
え
っ
て
、
人
間
同
志
の
徹
底
し
た
意
見
交
換
と
人
閥
的
交
わ
り
の
な
か
に
組
織
の
与
⑯
え
る
緊
張
感
を
解
き
」
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、
連
帯
感
情
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
。
第
三
に
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
な
意
思
決
定
の
権
限
を
確
立
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
機
能
的
自
律
性
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
統
制
を
克
服
し
、
R
・
ミ
ヘ
ル
ス
の
命
題
、
す
な
わ
ち
「組
織
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
寡
頭
制
へ
の
傾
向
に
つ
い
て
語
る
こ
と
だ
。
組
織
の
本
質
の
う
ち
に
は
、
根
深
い
少
数
者
支
配
へ
の
傾
向
が
あ
る
。
組
織
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
堅
固
な
構
造
を
生
み
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
さ
れ
た
大
衆
の
う
ち
に
重
大
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
指
導
者
と
大
衆
の
関
係
を
逆
転
さ
せ
る
。
組
織
は
、
す
べ
て
の
党
ま
た
は
労
働
組
合
を
、
指
導
す
る
少
数
者
と
指
導
さ
れ
る
多
数
者
と
　
の
二
つ
の
部
分
に
決
定
的
に
分
割
す
る
」
こ
と
を
、
組
織
の
協
力
体
系
の
側
面
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
た
こ
と
。
⑯
゜
°
°
°
°
°
°
°
°
第
四
に
、
そ
の
協
力
体
系
を
組
織
の
〈
象
徴
過
程
の
常
時
化
〉
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
生
産
的
に
自
己
変
革
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
第
五
に
、
「期
待
さ
れ
た
利
益
が
、
象
徴
と
し
て
表
現
さ
れ
、
表
現
さ
れ
た
象
徴
が
、
期
待
さ
れ
た
利
益
を
割
り
も
ど
　
す
」
と
い
う
〈
利
益
と
象
徴
と
の
往
復
作
用
〉
を
、
組
合
構
成
員
、
非
組
合
員
双
方
の
間
に
約
束
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
可
能
的
最
大
限
の
外
延
性
を
有
し
た
形
で
協
力
体
制
を
確
立
し
、
体
制
内
変
動
を
促
進
す
る
共
同
行
動
を
可
能
に
し
た
こ
と
、
な
ど
を
最
大
公
約
数
的
な
も
の
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
労
働
組
合
を
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
集
団
と
し
て
認
識
す
る
限
り
、
労
働
組
合
の
「政
治
闘
争
は
政
党
の
指
導
・
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
効
果
的
に
闘
わ
れ
る
の
で
あ
る
し
、
労
働
組
合
は
あ
く
ま
で
も
経
済
闘
　
争
に
重
点
を
置
い
て
活
動
す
る
の
で
あ
る
」
と
の
単
眼
的
な
規
定
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
政
局
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
〈
浮
動
型
の
安
定
〉
を
保
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
中
期
的
展
望
に
お
い
て
何
ら
か
の
形
態
の
連
合
政
権
時
代
が
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
現
実
的
な
形
態
と
し
て
は
自
民
・
新
自
由
ク
ラ
ブ
・
民
社
三
党
の
〈
保
守
・
中
道
連
合
政
権
〉
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
公
明
党
(最
大
限
に
拡
大
す
れ
ば
社
会
民
主
連
合
、
社
会
党
右
派
)
を
加
え
た
、
　
　
い
わ
ゆ
る
〈
保
革
大
連
合
政
権
〉
が
一
応
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
か
な
る
形
態
の
連
合
政
権
を
樹
立
す
る
に
も
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
自
民
党
.
自
民
党
系
無
所
属
の
議
席
数
を
半
数
以
下
に
お
さ
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
何
ら
か
の
形
態
の
野
党
勢
力
の
選
挙
協
力
(共
闘
)
が
必
然
的
な
課
題
ど
な
っ
て
く
る
。
可
変
性
を
有
し
た
種
々
の
選
挙
協
力
を
成
功
に
導
く
一
つ
の
羅
針
盤
が
く
滋
賀
方
式
V
で
あ
る
と
い
え
る
。
勿
論
、
こ
の
〈
滋
賀
方
式
〉
が
適
用
さ
れ
う
る
範
囲
は
種
々
の
政
治
的
社
会
状
況
構
造
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ぼ
第
一
に
、
選
挙
区
と
し
て
の
滋
賀
は
、
人
口
集
中
度
を
指
標
に
し
た
地
域
分
類
で
は
〈
分
散
地
域
〉
に
該
当
す
る
。
こ
の
地
域
は
一
般
に
自
民
党
に
有
利
な
〈
農
村
型
選
挙
区
〉
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
方
式
が
他
の
〈
高
集
中
地
域
〉
.
八
集
中
地
域
〉
や
〈
平
準
地
域
〉
に
ど
れ
だ
け
適
用
で
き
る
か
が
予
測
困
難
で
あ
る
。
第
三
に
、
統
一
候
補
自
身
の
個
人
的
要
因
の
問
題
。
第
四
に
、
政
党
と
労
働
団
体
の
力
関
係
・
協
力
関
係
や
組
織
的
規
模
の
問
題
。
第
五
に
、
参
議
院
選
挙
と
衆
議
院
選
挙
と
の
選
挙
パ
タ
ー
ン
の
相
違
な
ど
の
制
約
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
く
滋
費
方
費
い
酔
循
来
0
政
党
主
伽
0
愚
挙
方
涛
観
を
打
破
し
た
点
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
一
つ
の
共
闘
形
態
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
働
京
都
新
聞
、
一
九
八
〇
年
六
月
二
七
日
。
⑭
山
田
雄
一
編
、
『
組
織
心
理
学
』
、
有
斐
閣
双
書
、
一
九
七
一
年
、
七
頁
。
⑳
塩
原
勉
、
前
掲
書
、
七
頁
。
⑳
石
田
雄
、
前
掲
書
、
三
四
頁
。
⑳
山
田
雄
一
編
、
前
掲
書
、
七
頁
。
⑳
K
.
E
.
ウ
ェ
イ
ク
、
前
掲
訳
書
、
三
二
頁
。
⑳
石
田
雄
、
前
掲
書
、
二
頁
。
°
P
e
te
r
F
.
D
r
u
c
k
e
r,
T
h
e
A
g
e
o
f
D
isc
o
n
tin
u
ity
,
共
闘
形
態
に
お
け
る
く
滋
賀
方
式
V
H
a
rp
e
r
&
R
o
w
.
1
9
6
9
°
(
『
断
絶
の
時
代
-
来
た
る
べ
き
知
識
社
会
の
構
想
i
』
、
林
雄
二
郎
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
六
九
年
、
二
四
七
頁
)
。
⑳
P
.
F
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
、
前
掲
訳
書
、
二
七
〇
頁
。
⑫
京
都
新
聞
、
一
九
八
〇
年
六
月
二
四
日
。
A
la
in
T
o
u
ra
in
e
,
S
o
c
io
lo
g
ie
d
e
L
'a
c
tio
n
,
E
d
itio
n
s
d
u
S
e
u
il,
P
a
ris.
1
9
6
5
°
(
『
行
動
の
社
会
学
』
、
大
久
保
利
彦
他
訳
、
合
同
出
版
、
一
九
七
四
年
、
二
八
三
頁
)
。
A
・
ト
ゥ
ー
レ
ー
ヌ
は
こ
の
組
織
を
く
代
表
的
組
織
V
と
名
づ
け
て
い
る
。
一
五
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
⑭
P
・
F
・
ド
ラ
ッ
カ
;
、
前
掲
訳
書
、
二
五
二
頁
。
⑮
塩
原
勉
、
前
掲
書
、
五
頁
。
⑯
筆
谷
稔
著
、
『
現
代
社
会
学
の
課
題
』
、
法
律
文
化
社
、
一
九
七
三
年
、
一
四
頁
。
●
R
o
b
e
r
t
M
ic
h
e
ls,
Z
u
r
S
o
z
io
lo
g
ie
d
e
s
P
a
r
te
iw
e
se
n
s
i
n
d
e
r
m
o
d
e
r
n
e
n
D
e
m
o
k
ra
tie
U
n
te
r
su
c
h
a
n
g
e
n
u
b
e
r
d
ie
g
ig
a
r
c
h
isc
h
e
n
T
e
n
d
e
n
z
e
n
d
e
s
G
r
u
p
p
e
,
n
le
b
e
n
s.
N
e
u
d
ru
c
k
d
e
r
zw
e
it
e
n
A
u
fla
g
e
,
H
e
rs
g
°
v
o
n
W
e
rn
e
r
C
o
n
z
e
,
1
95
7
.
(
P
現
代
民
主
主
義
に
お
け
る
政
党
の
社
会
学
』
・
1
、
森
博
・
樋
口
晟
子
訳
、
木
鐸
杜
、
一
九
七
三
年
、
二
八
頁
)
。
⑱
石
田
雄
、
前
掲
書
、
二
七
～
八
頁
。
石
田
教
授
は
象
徴
過
程
の
常
時
化
の
条
件
と
し
て
次
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
「
そ
の
一
つ
は
、
一
度
形
成
さ
れ
た
組
織
の
象
徴
体
系
が
『
自
己
を
実
体
化
す
一
五
八
rCa
こ
と
』
(
S
e
lb
sth
y
p
o
s
ta
sie
r
e
n
)
を
お
さ
え
、
『
絶
対
化
を
排
し
』
(V
e
r
a
b
s
o
lu
tie
r
u
n
g
)
、
『
自
己
神
格
化
を
く
り
か
え
し
相
対
化
す
る
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
「
他
の
一
つ
の
面
は
、
…
…
、
一
度
出
来
上
っ
た
象
徴
体
系
を
持
つ
組
織
内
部
で
、
異
質
的
な
も
の
を
意
識
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
象
徴
体
系
の
内
部
か
ら
相
対
化
し
て
行
く
場
合
で
あ
る
」
。
⑲
秋
元
律
郎
、
前
掲
書
、
一
九
五
～
六
頁
。
⑳
三
浦
つ
と
む
著
、
『
大
衆
組
織
の
理
論
』
・
改
訂
版
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
一
年
、
四
四
頁
。
⑭
こ
の
地
域
に
該
当
す
る
の
は
二
四
選
挙
区
で
定
数
は
八
九
(衆
議
院
)
。
(社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
二
回
生
)
